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＝概要＝ 
 Radiochromic filmは現像のいらない透過型線量確認フィルムと
して主に光子線治療において線量分布確認などに用いられている。
目視により簡便な線量分布の確認が照射直後に即座に実施でき，ま
た，光学スキャナを用いてフィルムの読み取りデジタルデータへの
変換することによって詳細な線量分布解析が可能になる。さらには
線量換算係数（読み取り値から線量への換算）を用いることで線量
の絶対値の取得も可能である。 
 実際のQA/QCに使用するためには高い再現性と取り扱いの容易
さが必要であり、光子線や陽子線に対するRadiochromic filmの線
量応答の実験的評価については多くの研究が発表されている。 
 本発表では、今年度発表した論文（Yonai et al. Radiat Prot 
Dosimetry 2018）を基に炭素線治療ビームに対するGafchromic 
film EBT3，EBT-XDの線量応答に関する研究について紹介する。 
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